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１．目的 

 河川下流部の感潮域では汽水環境が形成され，独特かつ重要な生態系がみられる．さらに，陸域からの栄養

塩供給の海域への出口であるとともに，浄化作用が期待される場でもあるため，流域圏における環境管理を考

える上でも重要な場となっている．これは河川から供給される栄養塩類により一次生産が促進され，二枚貝な

どのベントスにより生産物が効率的に捕食されることや，またベントスの活動による底質攪拌などが進むこと

などにより浄化作用という生態的サービスが発揮される（中田・畑）ためである．河口域に設置された水制周

りに形成されるワンドもこのような生態的サービス実現のための場となっていると考えられる．このような河

口部での人工構造物の周辺に形成される浅水域は，埋め立てなどにより失われた生態系サービスを補償する場

として期待されている．このような背景を踏まえ，本研究では木曽川下流部の感潮域（河口から 16km 付近，

以下木曽川河口域）の水制周りに形成されたワンドを対象に，生態的機能を評価する上で重要な循環流構造を

分析することとした． 

２．方法 

 木曽川河口域は川幅約 700m，水制長さ約 200m とい

うスケールであり（図１），形成されているワンドの

形状も様々であるため循環流構造を特定するうえで

は，このようなスケールの流れを効率的に把握する

ことができる計測手法を用いることが望ましい．こ

のような観点から本研究では水面へのトレーサー散

布をおこなうとともに，ラジコンヘリによる空撮に

よりこのトレーサーの移動軌跡の追跡をおこなって，

表面流の流速分布を面的に計測することとした．画

像は Sony 社製ハイビジョンデジタルビデオカメラ

HDR-HC7（横 1440×縦 1080 ピクセル，焦点距離 40mm

相当）および Nikon 社製デジタルカメラ D70（横 3008

×縦 2000 ピクセル，焦点距離 20mm の固定焦点レン

ズを使用）を用いた．撮影高度は水面から約 130m

程度であり，直径約 16cm の表面トレーサーを用いた

ところ，HDR-HC7 では横 1.8×縦 2.6 ピクセル，

NikonD70では縦横2.6ピクセル程度で明瞭に確認す

ることができた．またワンド内の底質を巻き上げて発生した濁質の水塊の移動の追跡もおこなった． 

図１ 計測地点 
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図２ 風向・風速 

 観測は 2007 年 3 月 19 日の大潮時に行い，下げ潮（10 時 10 分～），干潮時（13 時 10 分～），上げ潮（16 時

10 分～）の三ケースの撮影を実施した．計測地点から北北西約 6.5km に位置するアメダス観測点（図１左を

参照）での風向・風速を図２に示す．  
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図３ 下げ潮時のトレーサー流速分布          図４ 上げ潮時のトレーサー流速分布 
３．結果  
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図５ 上げ潮時の濁質流速分布 

 図３に下げ潮時に散布した表面トレーサーの約 20

秒間の追跡結果を示す．表面トレーサーはワンドへ入

り込むように約 20cm/s で移動している．続いて，図

４に上げ潮時の表面トレーサーの流速分布を示す．こ

こでも移動方向は全面的に北から南へと向いており

その速度は，下げ潮時と同程度である．図５には上げ

潮時のワンド内の濁質の画像上のパターンの移動を

画像上で追跡したものであり，内部流上層部の流れに

対応するものと考えられるが，全面的に北から南へと

進んでおり速度は約 5cm/s であった． 

下げ潮時には，水位が約 30cm/h の速度で低下しつ

つあり，水収支としてはワンド内から排水が進んでい

る．しかしながら図３に示したように表面ではむしろ

ワンド内へ入り込む流れが発生しているという結果が得られたことから，水位低下時においても単純にワンド

内からの本川への排水が進んでいるわけではなく，表層と底層で流向が異なる三次元的な流れが発生している

ことが示唆される．水位低下時にもワンド内へ入り込む流れが発生する要因として，ワンド毎の水位差に起因

する水制や底質内部での浸透流が発生してことも考えられる．しかしながら，移動速度が表面で 20cm/s，内

部流でも 5cm/s 程度と比較的速く，また内部流より表面流がかなり速いことから，浸透流が主因となっている

可能性は小さく，風による水面でのせん断応力の発生により循環流が駆動されているものと考えられる．  

４．結論  

 木曽川感潮域のワンド周りの大潮時の流れを画像解析により分析した．その結果，ワンド内では潮位に合わ

せて単純に水が出入りしているだけでなく，風による循環流が形成されている可能性があることが分かった．

このような循環流の発生はワンド内の栄養塩や溶存酸素等の混合を促進するなどワンドの生態的機能に影響

を及ぼすと考えられる．ワンド形状や気象条件への依存性について検討を進める予定である． 
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